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必修コースワーク＊ 

＊微修正はあり得ます． 

博士前期課程（修士課程）における必修コースワーク 

１年次 
・「グローバル・クリエイティブリーダー実践英語演習Ⅰ・Ⅱ」の履修  
・グローバルデザインワークショップ（注意１）への参加 

２年次 

・国内・国外インターンシップ（６ケ月）  
（コース生がＧＣＬ担当者と協力して自らアレンジし，積極的に産業界等で実践的な

研修を行う; 場合によっては３年次実施） 
・社会イノベーション プロジェクト（注意２）の企画 
・グローバルデザインワークショップへの企画，参加 

２年次が終了するまでに，以下の表１の本プログラムのコース授業科目「グローバル・クリ

エイティブリーダー講義Ⅰ～ⅩⅩⅤ」の中から，表２に従って必要な科目を履修 

 
表１ 授業科目表 

本プログラムのコース 

授業科目     
対 応 開 講 授 業 科 目 

科 目 名 

単

位

数 

科 目 名 

単

位

数 

開講研究科,

専攻 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義Ⅰ 
2 

技術利用と法 2 公共政策 

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅰ 

（技術利用と法） 
2 情報理工共通 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義Ⅱ 
2 

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅱ

（Introduction to Management） 
2 情報理工共通 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義Ⅲ 
2 

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅲ 

（情報システム論） 
2 情報理工共通 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義Ⅳ 
2 

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅳ 

（リスク・マネジメント） 
2 情報理工共通 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義Ⅴ 
2 

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅴ 

（プログラム・プロジェクト・マネジメント） 
2 情報理工共通 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義Ⅵ 
2 

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅵ 

（企業における IT活用の成功・失敗事例） 
2 情報理工共通 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義Ⅶ 
2 

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅶ 

（The 官僚） 
2 情報理工共通 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義Ⅷ 
2 

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅷ 

（トップリーダー論） 
2 情報理工共通 
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グローバル・クリエイティブ

リーダー講義Ⅸ 
2 

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅸ 

（ICTで社会の課題に臨む） 
2 情報理工共通 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義Ⅹ 
2 

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅹ 

（イノベーター倫理） 
2 情報理工共通 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅠ 
2 

グローバル・クリエイティブリーダー講義ⅩⅠ 

（国際標準とソーシャル ICT） 
2 情報理工共通 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅡ 
2 

グローバル・クリエイティブリーダー講義ⅩⅡ 

（技術・製品開発マネジメント） 
2 情報理工共通 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅢ 
2 学際情報学概論Ⅰ 2 学際情報学府 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅣ 
2 学際情報学概論Ⅱ 2 学際情報学府 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅤ 
2 

実定法特殊研究 2  総合法政 

Introduction to Japanese Law in English 2 公共政策 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅥ 
2 

行政学特殊研究 2 総合法政 

Science, technology and Public policy 2  公共政策 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅦ 
2 

都市行政学特殊研究 2 総合法政 

自治体行政学 2  公共政策 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅧ 
2 Law and Public Policy  2 公共政策 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅨ 
2 

事例研究 行政近代化と ICT Ⅰ 

（オープンガバメント） 
2 公共政策 

GCL事例研究 I 行政近代化と ICT Ⅰ 

（オープンガバメント） 
2 情報理工共通 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅩ 
2 

事例研究 行政近代化と ICT Ⅱ 

（情報システムガバナンス） 
2 公共政策 

GCL事例研究Ⅱ 行政近代化と ICT Ⅱ 

（情報システムガバナンス） 
2 情報理工共通 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅩⅠ 
2 情報セキュリティ基礎論 2 電気系工学 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅩⅡ 
2 メンタルヘルス・マネジメント基礎 2 総合教育科学 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅩⅢ 
2 メンタルヘルス・マネジメント応用 2 総合教育科学 
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グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅩⅣ 
2 国際情報農学特論 2 農学国際 

グローバル・クリエイティブ

リーダー講義ⅩⅩⅤ 
2 医療・看護・保健分野における情報技術 2 医学系共通 

 
表２ 各専攻における必修科目（番号はグローバル・クリエイティブリーダー講義の番号），

および必要単位数 

情報理工学系研究科 

コンピュータ科学専攻 

Ｉ，Ⅱ:必修 

数理情報学専攻 

システム情報学専攻 

電子情報学専攻 

知能機械情報学専攻 

創造情報学専攻 

学際情報学府 学際情報学専攻 ⅩⅢ，ⅩⅣ:必修 

工学系研究科 
都市工学専攻 Ｉ，Ⅱ:必修 

電気系工学専攻 Ｉ，Ⅱ，ⅩⅩⅠ:必修 

医学系研究科 
社会医学専攻 Ｉ，Ⅱ:必修 

健康科学・看護学専攻 Ｉ，Ⅱ:必修 

農学生命科学研究科 農学国際専攻 Ｉ，Ⅱ，ⅩⅩⅣ:必修 

教育学研究科 総合教育科学専攻 Ⅲを含み 4 単位以上 

経済学研究科 経営専攻 
Ⅲを含み 4 単位以上 

（ただし，Ⅱの単位は認めない）  
公共政策大学院   Ⅲを含み 4 単位以上 
法学政治学研究科 総合法政専攻  Ⅲを含み 4 単位以上 

 

博士後期課程における必修コースワーク 

・「グローバル・クリエイティブリーダー実践英語特別演習Ⅰ・II」の履修  
・グローバルデザインワークショップの企画，参加 
・社会イノベーション プロジェクトの実践 
 
 

【注意１】 グローバルデザインワークショップ（WS） 
社会の本質的問題や新たな可能性を明らかにし，解決策や将来ビジョンを社会提言し，

フィードバックを得る．年１０回程度開催し，各回のテーマ設定のもと，社会の第一線の
見識者を分野や産官民学の別や国境を越えて招待し，学生が主体的に参加し白熱討論を行
う．専門家の指導のもと，企画，運営，テーマの事前調査と分析，国内外の見識者への参
加交渉，提言の文書化と発信，社会の反応の調査にも学生が主体的に取り組み，社会実践
力養成の場とする． 
【注意２】 社会イノベーションプロジェクト 
学生が主体的に，グループワークを交えて，上記 WS の結果をブレークダウンし，個別

具体的なプロジェクトの計画を立案する．教員と外部連携組織が共同設置するプロジェク
トインキュベーション機構が支援しつつ，競争的外部資金や学内コンペで選抜し支給する
活動費を獲得してプロジェクトを始動し，2 年間程度かけて実施し，評価を受ける．単なる
PBL ではなく，これを博士号取得のための主な研究活動とし，これに基づき学位論文を執
筆する． 
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